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こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す　

目
黒
萌
絵
さ
ん

五
輪
出
場
決
定

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

　

教
育
委
員
会
通
信

空
知
金
山
中
継
局
の

地
デ
ジ
始
ま
り
ま
す

ま
ち
の
話
題
・
出
来
事

特　
　

集

下金山地区 交通死亡事故ゼロ15，000日達成
下
金
山
地
区
に
お
い
て
、
平

成　

年　

月
5
日
午
前
0
時
を

21

11

も
っ
て
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記

録
1
5，
0
0
0
日
を
達
成
し

ま
し
た
。

下
金
山
で
は
、
昭
和　

年　
43

10

月　

日
に
国
道
2
3
7
号
線
で

10
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
、

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
続
い
て

お
り
、
記
録
達
成
に
地
域
の
皆

さ
ん
も
喜
び
に
沸
い
て
い
ま
す
。

町
交
通
安
全
協
会
下
金
山
支

部
（
武
田
正
明
支
部
長
）
で
は
、

記
録
達
成
を
記
念
し
て
、　

月
11

　

日
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ル

11を
行
い
ま
し
た
。
同
支
部
役
員

を
は
じ
め
、
交
通
指
導
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
ら
が
、「
ゆ
っ

く
り
走
ろ
う
」
と
書
か
れ
た
旗

を
持
ち
、
交
通
安
全
の
タ
ス
キ

を
身
に
付
け
て
、
国
道
2
3
7

号
線
沿
い
で
旗
の
波
作
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
下
金
山

小
学
校
の
児
童
が
、
じ
ゃ
が
い

も
や
玉
ね
ぎ
な
ど
の
野
菜
と
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
行
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

下
金
山
に
は
、
国
道
2
3
7

号
線
が
通
っ
て
お
り
、
大
型
車

両
の
通
過
が
多
く
、
車
が
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
る
路
線
で

も
あ
り
、
過
去
に
も
、
市
街
地

の
住
宅
に
車
が
飛
び
込
む
事
故

が
数
件
起
き
て
い
ま
す
が
、
幸

い
に
死
亡
事
故
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
び
の
記
録
は
、
昭
和

　

年　

月　

日
に
発
生
し
た
死

43

10

10

亡
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
、「
交
通
事
故
を

撲
滅
し
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、「
毎

日
が
交
通
安
全
の
日
」
と
の
心

構
え
で
住
民
同
士
が
呼
び
か
け

あ
い
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
交

通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
で
す
。

下
金
山
支
部
で
は
、「
死
亡

事
故
ゼ
ロ
永
続
」
を
目
指
し
て

「
毎
日
が
交
通
安
全
・
交
通
安

全
は
家
庭
か
ら
」
を
合
言
葉
に
、

今
後
も
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
、

交
通
事
故
撲
滅
の
た
め
に
取
り

組
み
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
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町
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
社

会
な
ど
の
各
般
に
わ
た
り
町
政
振

興
へ
の
寄
与
、
ま
た
は
多
く
の

人
々
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為

が
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
、
平

成　

年
度
功
労
者
表
彰
式
が　

月

21

11

3
日
、
み
な
く
る
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

表
彰
式
は
、
出
席
者
全
員
で
町

民
憲
章
を
朗
読
し
た
あ
と
、
功
労

者
の
方
々
に
池
部
町
長
か
ら
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
金
子
美
紀
子
さ
ん
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
顕
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

☆
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
方

木
村　
由
勝 
さ
ん 
（
落
合
）

昭
和　

年
よ
り　

年
間
の
永
き

49

35

に
わ
た
り
町
消
防
団
員
と
し
て
在

職
し
、
こ
の
間
副
分
団
長
・
分
団

長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
団
員
の

指
導
・
育
成
と
住
民
の
尊
い
生
命

財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
人
と
し

て
の
重
要
な
使
命
感
に
徹
し
消
防

団
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

萩
原　
千
里 
さ
ん 
（
下
金
山
）

昭
和　

年
よ
り　

年
間
の
永
き

46

32

に
わ
た
り
、
町
消
防
団
員
と
し
て

在
職
さ
れ
、
住
民
の
尊
い
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
人
と
し

て
の
重
要
な
使
命
感
に
徹
し
消
防

団
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

伊
賀　
正
一 
さ
ん 
（
幾
寅
）

町
の
出
張
員
と
し
て　

年
間
の

20

永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
町
民
と

行
政
事
務
連
絡
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
円
滑
な
行
政
推
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

☆
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
方

金
子　
美
紀
子 
さ
ん 
（
金
山
）

美
容
室
経
営
に
永
年
に
わ
た
り

努
力
す
る
か
た
わ
ら
、
平
成
元
年

よ
り
商
工
会
女
性
部
理
事
と
し
て

在
職
し
、
そ
の
間
部
長
の
要
職
を

務
め
ら
れ
、
組
織
の
運
営
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

☆
教
育
・
文
化
・
体
育
の
振
興
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
方

田
口　
桂
治 
さ
ん 
（
幾
寅
）

平
成　

年
7
月
正
伝
空
手
全
国

17

勤
労
者
空
手
道
選
手
権
大
会
5
段

錬
士
中
量
部
門
に
お
い
て
、
日
頃

の
練
習
成
果
を
発
揮
さ
れ
優
勝
し
、

ま
た
、
正
伝
空
手
道
南
風
塾
塾
長

と
し
て
、
門
下
生
の
指
導
・
育
成

に
尽
力
す
る
な
ど
、
体
育
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
讃
え
る

平
成　

年
度 
功
労
者
表
彰
式 

21

　

産
業
経
済
功
労

　

自
治
功
労

　

教
育
・
文
化
・
体
育
功
労
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発
信
＠
み
な
く
る

「
な
ん
ぷ
ニ
コ
ニ
コ
カ
ー
ド
」

日
本
年
金
機
構
の
お
知
ら
せ

　

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

「
イ
ト
ウ
採
捕
」

自
粛
の
お
願
い

ま
ち
の
話
題
・
出
来
事

特　
　

集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

石
狩
川
流
域　

市
町
村
長
で
構

46

成
す
る
石
狩
川
サ
ミ
ッ
ト
「
第　
10

回
南
富
良
野
サ
ミ
ッ
ト
」
が　

月
11

5
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
な

く
る
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
狩
川
流
域
の　

市
町
村
の
首

40

長
や
代
表
を
は
じ
め
、
多
く
の
来

賓
や
関
係
者
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
は
現
地
視
察
と
し
て
、

北
海
道
唯
一
の
中
空
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
金
山
ダ
ム

の
見
学
、
午
後
か
ら
は
、
全
体
会

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
議
で
は
、
池
部
町
長
が

議
長
を
務
め
、「
人
と
水
」
を
基
本

テ
ー
マ
に
、「
地
方
自
治
体
の
重

要
な
役
割
」
と
「
流
域
連
携
の
深

化
」
に
つ
い
て
討
論
が
展
開
さ
れ
、

出
席
し
た
市
町
村
長
全
員
か
ら
3

分
間
の
発
言
が
行
わ
れ
、
地
域
活

性
化
や
環
境
保
全
、
災
害
治
水
対

策
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
約
5
時

間
に
渡
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
最
後
に
宣
言
と
決
議
が
採
択

さ
れ
、
流
域
連
携
の
強
化
を
確
認

し
終
了
し
ま
し
た
。

　

月
4
日
に
は
、
本
町
で
の
サ

11
ミ
ッ
ト
開
催
を
記
念
し
て
、「
地

球
環
境
と
希
少
淡
水
魚
の
生
態
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
本
町
に
お
け

る
豊
富
な
森
林
資
源
が
も
た
ら
す

公
益
的
機
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
考
え
て
い
た

だ
こ
う
と
、
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
北
海
道
開
拓
記
念

館
館
長
の
丹
保
憲
仁
氏
か
ら
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
水
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
本

町
の
イ
ト
ウ
保
護
条
例
の
制
定
に

あ
た
り
、
ご
助
言
を
い
た
だ
く
な

ど
、
本
町
と
深
い
か
か
わ
り
の
あ

る
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
の
江
戸

謙
顕
氏
か
ら
「
希
少
淡
水
魚
イ
ト

ウ
の
生
態
と
保
全
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
、
聴
講
さ
れ
た
町
民

の
皆
さ
ん
が
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

石
狩
川
サ
ミ
ッ
ト

　

第　

回
南
富
良
野
サ
ミ
ッ
ト
開
か
れ
る 

10

■
議
案

議
案
第
1
号

平
成　

年
度
富
良
野
広
域
連
合

21

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4

号
）

議
案
第
2
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
高
規

格
救
急
自
動
車
）

議
案
第
3
号

富
良
野
広
域
連
合
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て

■
付
託
議
案
（
第
1
回
定
例
会
）

議
案
第　

号
30

富
良
野
広
域
連
合
広
域
計
画
に

つ
い
て

■
報
告

報
告
第
1
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
（
北

海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
）

報
告
第
2
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
（
北

海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
）

報
告
第
3
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て
（
北

海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
）

■
認
定

認
定
第
1
号

平
成　

年
度
富
良
野
広
域
連
合

20

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

認
定
第
2
号

平
成　

年
度
富
良
野
地
区
消
防

20

組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
3
号

平
成　

年
度
上
川
南
部
消
防
事

20

務
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
4
号

平
成　

年
度
富
良
野
地
区
環
境

20

衛
生
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
5
号

平
成　

年
度
富
良
野
地
区
学
校

20

給
食
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
6
号

平
成　

年
度
富
良
野
広
域
串
内

20

草
地
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

「
富
良
野
広
域
連
合
広
域
計

画
」
を
作
成
し
ま
し
た

　

本
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

「
富
良
野
広
域
連
合
広
域
計
画
」

は
、
広
域
連
合
事
務
局
か
関
係
市

町
村
の
広
域
行
政
担
当
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
域
連

合
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
電
話　

‐
1
2
2
1
）

39

広
域
連
合
議
会
第
2
回
定
例
会
が
、　

月　

日
か
ら　

月
2
日
ま

10

28

11

で
の
6
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
議
案
3
件
、
専
決
処
分
報
告
3
件
、
平
成　

年
20

度
各
会
計
決
算
認
定
6
件
と
、
第
1
回
定
例
会
で
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
議
案
第　

号
「
富
良
野
広
域
連
合
広
域
計
画
」
が
そ
れ
ぞ

30

れ
可
決
・
承
認
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
に
は
、
藤
本
重
克
氏
（
占
冠

村
教
育
委
員
会
委
員
）
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
酒
井
年
夫
・
中
村
有
秀
両
議
員
か
ら
「
串
内
牧
場
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
「
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
年
額
及
び
出
動
手
当
に

つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
一
般
質
問
が
行
わ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

可
決
・
承
認
等
の
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 
「
富
良
野
広
域
連
合
議
会
」

　

第
2
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た


